
 

 

第一回「新しい医療のかたち」賞の受賞者が決まりました 

 

 医療の質･安全学会（高久史麿理事長）では、患者本位の医療をめざす「新しい医療

のかたち」を指し示す注目すべき活動の推薦(自薦･他薦)募集について、ご協力をお願いし

ていましたが、90 の多彩な団体の応募がありました。 

学会の委嘱をうけた選考委員会(９人の医療ジャーナリストで構成。選考委員長 大熊由

紀子 国際医療福祉大学大学院教授)による選考の結果、下記の 3 つの活動を「新しい医

療のかたち」賞に選ばせていただきました。 

いずれも、医療者、患者、市民が、パートナーとして協働しておられます。 

表彰式と受賞者のご紹介、ご発言は、2007 年 11 月 25 日(日)、東京国際フォーラム

で行われました。 

新しい医療のかたち賞 表彰 

① 患者を中心とした取り組み部門 

島根県における「がんサロン」の活動 

もともとは、患者が仲間どうしでやすらぐためにつくられたもので、現在 15 か所。

いまは、子どもたちの「いのちの授業」や医師、ナースの研修の場にもなりつつあり

ます。故佐藤均さんの訴えは、患者、家族だけでなく、県職員、議員の心も動かし、

島根県がん対策推進条例、出雲市がん撲滅対策推進条例の制定へと広がっています。 

 

【連絡先】 

島根県健康福祉部医療対策課 医療専門幹 村下 伯（はく）様 

医療対策課電話：0852-22-5060 (直通）  

 

② 医療者･医療機関を中心とした取り組み部門 

新葛飾病院 患者支援室 

医療者と患者・家族の間の対話を深めることによって、医療の質と安全性の向上を

めざす、この病院独特の「裁判外紛争解決（ADR）」のカナメです。誤診で長男を

失った女性をあえて専従職員にしたり、この病院で不満足な結果におわった患者、家

族を院内研修の講師に招いたりという多角的な取り組みも続けています。 

 

【連絡先】 

新葛飾病院患者支援室  豊田郁子様 杉本こずえ様  03-3697-8331  



 

 

③ 地域社会の取り組み部門 

NPO 法人コミュニティケアリンク東京 

東京・小平のケアタウン小平を拠点とし、地域のボランティア、診療所とも協力し

て、病気や障害が重くても、死が間近になっても、安心して住み慣れた家で暮らし続

けられるための８つの事業を進めています。こどもたちが転げ回って遊ぶ中庭や絵本

を使った子育て支援など幅広い活動を展開しています。 

 

【連絡先】 

NPO法人コミュニティケアリンク東京  

事務局 中川 稔進(としのぶ)様  042-321-5985 

 

 

 

 

 

 

以下は受賞者ご自身からの活動のご紹介です。 

 

島根県における「がんサロン」活動 

 

島根県では、「癌と共に生きる会」元会長である

佐藤 均さん（故人・写真左から 3 番目）が取り組

まれた活動がきっかけとなり、がん患者や家族等の

方々が病院の会議室や保健センターなどに集まって、

お互いの療養体験を語り合ったり、がん医療の最新

情報等を学習したりする場である「がんサロン」が

県内１５ヵ所（2007 年 11 月現在）に開設されてい

ます。 

 

  県内で最初に「がんサロン」が開設されたのは、2005 年 12 月に益田市在住のがん患者

である納賀良一さんが市内の福祉センターを会場として月１回開催するようになったのが

始まりです。その後、県内のがん患者や家族ががん診療連携拠点病院等に「院内がんサロ

ン」の開設を働きかけ、2007 年 11 月現在現在、県内６ヵ所全てのがん診療連携拠点病院

を含む９ヵ所の病院に「院内がんサロン」が開設されています。また、『もっと身近なと

ころで集いたい』という患者・家族の声がきっかけとなって、町の保健センターや公民館

等を会場とした「地域がんサロン」が県内６ヵ所に開設されています。 

 

医療の質･安全学会事務局 

〒102-8481 東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビル 6F  

TEL 03-3263-5896  



 

 

  「がんサロン」では、医療機関や行政と協働した活動を展開しており、「がんサロン」

に医療関係者や県・市町村の職員を招いての学習会や意見交換会を行っているほか、がん

対策の担当部局である県医療対策課には、各サロンの代表等が定期的に訪問し、意見交換

を行っています。 

http://www.pref.shimane.lg.jp/life/kenko/iryo/shimaneno_iryo/gan/ 

 

さらに、地域へ出向い

ての活動として、「健康

まつり」における療養体

験を語る取り組み、がん

患者が小中学校に出向い

て患者体験を語る「いの

ちの授業」活動、看護学

部に出向いての講演等の

活動にも取り組んていま

す。 

 

2007 年１月と９月には、

がんサロンのメンバーを中心とした実行委員会の主催で、「がんをいっしょに考える集い」

を開催し、患者・家族、医療関係者、行政関係者が一堂に会し、患者・家族からの意見発

表及び医療関係者、行政関係者を交えた意見交換の集いも開催しました。 

 

こうしたがん患者・家族の活動が契機となって、2006 年９月には県議会議員全員の提案

により、総合的ながん対策の推進を図ることを目的とした全国初の条例である「島根県が

ん対策推進条例」が制定されました。条例では、患者会等の活動を支援するために県は必

要な施策を講ずることとされており、県の 2007 年度予算においては、患者支援に関する事

業が新規事業として盛り込まれています。 

 

 

新葛飾病院【患者支援室】の活動 
 

新葛飾病院では、８年前より、医療事故を「隠さない、ごまかさない、逃げな 

い、嘘をつかない」よう全職員に意識改革を求める活

動を続けてきました。 

しかし、これまで解決に至っても、必ずしも患者さ

ん・ご家族との真の話し合い、コミュニケーションが

できていたとは言えなかったことから、この状況を打

開したいと、医療事故により子息を亡くした経験を持

つ豊田郁子さん（写真右）をセーフティーマネージャ



 

 

ーとして採用、2004 年 10 月より患者の視点を取り入れた医療安全管理活動を開始しまし

た。 

 

当院では必要な安全対策を考えるなかで、患者さんは自身の治療について学習し、知識

を持つことが重要と思い、医療安全対策室と併設して「からだ学習館」（患者図書室）と

「からだ学習館相談窓口」を【患者支援室】の総称で設置しています。 

 

患者支援室の活動は幅広く、患者さんの悩みや不安を早期に把握できるよう入院生活を

応援するシートを全入院患者さんに配布、支

援室スタッフがベットサイドに伺う体制にし

ています。また、重大な医療事故や医療トラ

ブルが発生した際には、当事者が向き合える

よう対話の場を持つための院内メディエーシ

ョン（調停）の実践「医療ＡＤＲ」（裁判外

紛争解決）を行い、毎月１回開催の医療ＡＤ

Ｒ研修会では、医療者間の対話を促進するた

めの研修を行っています。 

 

患者支援室の活動と実践を通して、医療者と患者さん・ご家族とが日常的に対話するこ

との重要性を痛感しています。 

 

 

ＮＰＯ法人コミュニティケアリンク東京 

東京都小平市にあるケアタウン

小平（写真右）を拠点に、広く一

般市民とともに、がんなどの終末

期にある方や高齢者の方など地域

社会で様々な困難に直面している

人々を支援し、医療、福祉、教育

等の事業を通して安心して住み続

けることの出来る地域社会づくり

を目指しています。 

現在、デイサービス事業、訪問

看護事業を中心として、４を除く

８事業を実施しています。 

 

（１）デイサービス事業 （６）文化・スポーツ倶楽部事業 

（２）訪問看護事業 （７）子育て及び子どもの教育に関する相

談支援事業 



 

 

（３）配食サービス事業（業務委託） （８）地域のボランティア育成事業 

（４）緩和ケアに関する心理相談事業 

（５）豊かな庭づくり事業 

（９）医療や福祉に関する各種セミナー及

び講演会、地域交流などの企画、運

営事業 

 

この他に、在宅療養支援診

療所『ケアタウン小平クリ

ニック』や民間の株式会社

が運営するヘルパーステー

ション、居宅介護支援事業

所が開設されており、地域

で在宅療養をされているご

利用者、ご家族が最期まで

安心して療養生活を送れる

よう、各事業所が連携し質

の高いチームケアを提供し

ています。 

 

 


